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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、詩と絵画の深い関係を研究することで、19世紀から21世紀のフランス語資
料における詩と視覚芸術との関係を考察した。絵画的な作品を主題としている作品群を分析することによって、詩はど
のようにイメージを表現できるかを明らかにし、詩人と画家との共同作業の研究を進め、同じ媒体の上に詩とイメージ
とが同時に存在することの効果とはどのようなことであるかを調べた。最後に、視覚詩という詩と絵画の相関関係に課
題を広げ、詩がそれ自体でどのように視覚的なイメージとなることが出来るかについて考察した。

研究成果の概要（英文）：Poetry and image have a deep relationship. The purpose of this research was to dis
cuss the relations between poetry and visual arts in France from the 19th to the 21st century. We examined
 how poems based on images translate the visual into words. We also discussed works produced by poets and 
artists together, and studied how the text and the image cohabit on the same surface. The last part of our
 research focused on visual poetry, in which the links between poetry and image are particularly intricate
.
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１．研究開始当初の背景 
本研究の背景には、詩がイメージと常に深
い関係を持っている歴史を、19－21世紀のフ
ランスにおいてより詳しく調べる必要性があ
った。 
詩人の中には、みずからデッサンや油彩画な
どを描く人もあり、自分の言葉で絵画の魅力
を表現しようとする詩人もいた。多くの場合、
詩作品が先にあり、絵画はその解釈と考えら
れてきたが、逆に絵画作品が先行し、詩が絵
画に関する注解となるケースもある。詩はま
た書物のページの上に固有の空間を占め、特
別な視覚性を持っている。多くの詩的試みが、
このような視覚性の効果を生むためになされ
てきた。 
このような詩と絵画との関係にまつわる問題
は、言語上のイメージ、精神的なイメージ、
絵画的なイメージ、と分類することが可能で
あるが、現在、必ずしも深い考察の対象とは
なっていないため、新たな視点から問い直す
必要性があった。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、19 世紀から21 世紀のフ
ランス語資料における詩と視覚芸術との関係
を考察することである。その多様性と豊穣さ
を見るために、次の三つの側面から考察する
ことを試みた。①詩はどのようにイメージを
表現できるか？ ②同じ媒体の上に詩とイメ
ージが同時に存在することの効果とはどのよ
うなことであるか？ ③詩がそれ自体でどの
ように視覚的なイメージとなることが出来る
か？つまり本研究は、絵画的なイメージを言
葉によって表現する行為から、言葉の視覚性
つまり文字によって絵を作るという試みまで、
詩と視覚芸術との関係について多角的に考察
することを目指していた。 
具体的に以下のようなことを明確にしようと
した。１． 絵画を主題としている詩作品にお
いては、そこに扱われた絵画と画家とを特定
すること、描写と夢想との関係の考察、絵画
作品を表現するために使われる言語的イメー
ジの分析。２． 詩人と画家との共同作業に関
して：書物が制作された状況の研究、その書
物におけるテキストとイメージとの関係、テ
キストとイメージがレイアウトされた媒体の
研究。３． 視覚詩において：詩作品の視覚的
形態と詩の意味との関係、レイアウト、活字
の形、使用される言語システムの研究。 
 
３．研究の方法 
 本研究はこれまで別個の分野として研究が
行われてきた詩と絵画を相互に関連づけるこ
とを目的とし、文献調査に加え、常に新たな
視点を追求しながら国際的な研究の展開に努
めた。研究の内容に関しては、特に次の点に

ついて検討を行った。 
詩と絵画的な作品を主題としている詩作品
においては、テキストはどのようにしてイメ
ージを表現しているか。描写と夢想との関係
を考察し、絵画作品を表現するために使われ
る言語的イメージを考察した。 
詩人と画家との共同作業から生まれた作品
の場合は、テキストとイメージはどのように
して成立したか、そして同じ媒体の上でどの
ようにして共存しているかを研究した。 
絵画になった詩、視覚詩はどのようにして媒
体や文字などの視覚性を生かしているのか。
詩作品の具象的あるいは抽象的な視覚的形
態と詩の意味との関係、そしてレイアウト、
活字の形、アルファベットあるいはその他の
文字などの、使用される言語システムを研究
した。 
詩と絵画の関係を明らかにするためにはグ
ローバルなアプローチが必要であった。フラ
ンスで資料調査などを行い、フランス人の研
究者を東京大学に招き、情報交換や講演会な
どによって積極的な国際交流を行った。 
本研究の成果を公開するため、当初から論文
集の制作に向けて共同研究を進めてきた。
『詩と絵』（仮題）と題した論文集は平成 26
年の夏に水声社から出版される予定である。 
 
４．研究成果 
 本研究の実績は、大きく分けて論文、国際
交流、出版という三つの側面から成っている。 
本研究課題の実施中に、平成 20－22 年度本
研究の科学研究費助成事業（19－20 世紀のフ
ランスにおける文学と絵画の関係について
の総合研究、基盤 C）の成果の一部として『絵
を書く』と題された論文集が水声社から出版
された。またアルベール・ビロ未亡人アルレ
ット・アルベール＝ビロに捧げる論文集
『Poésie vivante-Hommage offert à Arlette 
Albert-Birot』が Champion 社から出版され
た。このような業績も含めて以前の研究に基
づき論文と論文集の発表を行った。 
テーマの一つである絵画的な作品を主題と
している作品群の分析という点においては、
19 世紀の詩人テオフィル・ゴーチエに関する
研究を進め、ゴーチエとルーブル美術館の作
品を中心にした論文にまとめた。日本で『テ
オフィル・ゴーチエと 19 世紀の美術』とい
う論文集に、フランスでは『Bulletin de la 
Societe Theophile Gautier』（テオフィル・
ゴーチエ専門の研究誌）に 25 年中に掲載さ
れる予定である。「視覚詩」という詩と絵画
の相関関係というテーマにおいては、画家を
やめて詩人の道を選択したピエール・アルベ
ール＝ビロの文学的な作品を研究し、平成 25
年 9月に中央大学で開催されたシンポジウム
において、アルベール＝ビロの俳句について



発表し、彼の俳句の視覚性にふれた。彼の視
覚詩を二つの論文で紹介し、フランス
（Calliopee 社）及び日本（水声社）で出版
される論文集に掲載予定である。 
国際交流の面においては、いくつかの講演会
を主催した。平成 23 年の大震災の影響で平
成 23年度と 24年度は研究者の招待はむずか
しかったが、25 年度には国際交流が復活し、
幾つかの講演会を主催した。平成 25 年 5 月
にキャロル・オルエ氏を招き、ジャック・プ
レベールと絵について新たな研究が紹介さ
れた。東京大学の比較文学専門の今橋映子氏
と本研究分担者の野崎歓氏の協力を得て、日
仏通訳付き講演会を主催し、100 人ほどの聴
衆があった。7 月にはエレーヌ・カンペニョ
ール＝カテル氏による二つの講演会があり、
詩と絵の関係において大きな課題であるコ
ラージュについて、そして本という媒体の中
のイメージとその変貌についての発表があ
った。最後に、11 月にセルジュ・リナレス氏
を招き、ドートレモンとピカソについて意見
を交換し、本研究の大きなテーマである詩人
と画家との共同作業の面においては大きな
ヒントを得た。その他に、フランスで数名の
専門家に会い、意見交換を行った。 
平成 20‐22年度の基盤研究 Cと同じように、
本研究の成果を 1冊の研究書に収め、公開す
るために、本研究に参加したメンバー及びフ
ランス人の専門家の他に、数名の研究者に論
文を依頼し、翻訳も含めて編集の仕事を行っ
た。26 年 5 月に原稿を水声社に提出し、26
年の夏に出版される予定である。フランス側
は、エレーヌ・カンペニョール＝カテル氏（パ
リ第３大学）、ガエール・テバール氏（パリ
第３大学）、セルジュ・リナレス氏（ヴェル
サイユ大学）、キャロル・オルエ氏（パリ・
エスト大学）、日本側は千葉文雄氏（早稲田
大学）、鈴木雅雄氏（早稲田大学）、三浦篤氏
（東京大学）、塚本昌則氏（東京大学）、マリ
アンヌ・シモン＝及川（東京大学）、合計九
人による論文の記載が決定している。 
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